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第1608回例会
令和元年11月21日（12：30～13：30）

○ソング
　◦我等の生業
○スマイルBOX
　◦中目公英会長（白河素形材ヴァレー、㈱ミヤタの松尾精三様、卓話をありがとうございました。）
　◦永野文雄会員（風が冷たく、気温が低い日が続いています。体調管理に注意しましょう。ゲストの松尾精三

様ようこそ。卓話ありがとうございました。）
　◦居川孝男会員（寒くなりましたね！松尾様卓話ありがとうございました。職業奉仕で中座させていただきま

す。）
　◦運天直人会員（19日に結婚19年目を迎えました。記念品を頂いた事といろいろな方々に支えられてここまで

これた事に感謝してスマイルします。ありがとうございました。）
　◦青木大会員（１バーディー取りました。）
　◦山田顕一郎会員（とりあえずスマイルです。）
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本日のプログラム
■会長の時間� 中目公英会長

　皆さん、こんにちは。11月第3週目、皆
さん何かとお忙しい中、例会に出席をいた
だきましてありがとうございます。本日
の例会にはお客様をお迎えしております
ので、まず初めにお客様の紹介をさせて

いただきます。今日の例会プログラムの中で卓話をしてい
ただきます「株式会社ミヤタ」代表取締役社長、松尾精三
さんです。白河素形材ヴァレーという話題で卓話をいただ
くことになっております。どうぞよろしくお願いいたしま
す。それからもう一方、我がクラブ「東京第一ホテル」宗
形会員に代わりまして会社のほうから行ってロータリーっ
てどういうものなのか見て来いというような命令が下った
んだそうでございますが、この第一ホテルさんの顧問先で
あります日神不動産投資顧問株式会社、管理部長の大島伸
一さんです。どうぞ大島様、今日のロータリーの例会を楽
しんでってください。今、白河地方は紅葉の真っ盛りでご
ざいます。皆さん、紅葉という漢字、くれないのはっぱと
書きますが、あれを「こうよう」と読みますけれども、あ
れに日本語を充てると「モミジ」と通常は読むようになっ
ております。ただ、紅葉という漢字をどうしてモミジと読
むか、ちょっと考えてみると絶対読めませんね、あれがモ
ミジとは。じゃあモミジってどういうことなんだかおわか
りでしょうか。モミジの語源は、揉み出す、もみいづると
いうのが語源だそうです。モミジという紅葉というのは木
の種類の樹木のことをいっているわけではなくて、木々の
葉っぱが赤や黄色や褐色、茶色に変色をして山々が色づい
ている現象そのものをモミジというわけです。古代の日本
人は、どうしてこの秋口になると木々の葉っぱの色が変わ
るのかということに対して大変不思議に思ったわけです。
古代の日本人は次のように解釈したそうです。春先、葉
が芽吹きまして春夏秋と月日が経つ間にそれぞれの木の魂。
木霊（こだま）ですね。木霊がその月日の流れと共々にい
ろいろな作用をそれぞれの葉っぱ一枚一枚に及ぼしまして、
真っ白い布地にいろいろと色を染める、染色をするという
作業と同じように、その木々の木霊の神様がそれぞれの葉
をもみだしまして作用を及ぼしまして、この秋口になると
もみだした結果として葉っぱの色が変わる。だから、もみ
いづる、もみづ、もみじと変わったんだというふうなこと
が語源であり、その色づくことに対する日本人の解釈の仕
方というのは、木霊の神様が木々の精霊が一つ一つの葉に
対してそれが本来持っている色を出すと理解をしたという
わけであります。この紅葉シーズンは、春先は花見といい
ますが、モミジは通常モミジ見とは言わないでモミジ狩り
と言います。是非、皆さん方もこの季節最後ですからモ
ミジ狩りに行ってもらえればありがたいと思っております。
私のところの南湖神社では、今年大変多くの方々がモミジ
狩りに来ています。越後交通さんが大きな企画をしまして、
11月の頭から12月までバスの延べ台数でいうと100台を超え
る、人数的にいうと3000人を超えるような方々が南湖の紅

葉狩りにバスが毎日のように繰り出ています。今、御朱印
ブームで朝から晩までその方々に対して御朱印を書いてい
るものですから、今までなったこともない右手の親指が腱
鞘炎に筆を使いすぎてなってしまいました。そのくらいに
多くの方々がモミジ狩りで楽しんでいるこの季節ですから、
皆さん方もこの週末23、24と連休になりますので、最後の
モミジ狩りのいい日取りですから、それぞれご家族の方々
と一つ楽しい日々を過ごしていただければありがたいと思
います。今日の例会、どうぞよろしくお願いいたします。

■幹事報告� 兼子聡幹事
◦県南分区ガバナー補佐：義援金送金の
　件について
◦米山記念奨学会：感謝状及び法人申告
　用領収証送付の件

■委員会報告
◦スキー愛好会� 佐藤幸彦会長

　スキー愛好会のほうからご連絡を申し
上げます。毎年恒例になりました、米沢
中央さん、天童さん、ロータリーさん関
係の交流会が来年の2月2日日曜日、蔵王
スキー場において行われます。会長、幹

事も出席していただけるということですので、2月2日日曜
日、夜でございますけども、スキーやれる方は日中で泊ま
りが2日の日曜日になるわけでございますけども、是非、
夜のお楽しみだけでも参加していただければありがたいと
思いますので、参加希望者の方は私のほうまでご連絡いた
だければと思います。よろしくお願いします。

■米山功労者　感謝状授与
◦米山功労者第一回� 中目公英会長
◦米山功労者第二回� 居川孝男会員
◦米山功労者第三回� 佐藤清作会員

■本日のプログラム
◦プログラム委員会� 櫻岡敏之委員長

　皆さん、こんにちは。プログラム委員
長の櫻岡でございます。本日の卓話は先
程、会長のほうからご紹介がありました
けども、泉崎にある「株式会社ミヤタ」
の社長であります松尾精三様。並びに白

河素形材ヴァレーという企業が11社集まったグループがご
ざいます。そこの代表を今務めています松尾代表でござい
ます。お忙しい中、卓話のご快諾ありがとうございました。
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今日は思う存分松尾代表らしさを発揮してください。それ
では、よろしくお願いいたします。

◦ゲスト卓話
株式会社ミヤタ　　　　　　代表取締役社長
　　　　　　　　白河素形材ヴァレー　代表　松尾精三様
　改めまして、皆さんこんにちは。只今ご紹介いただきま
した泉崎にあります「株式会社ミヤタ」の松尾と申します。
弊社は4号線で北上しまして、ちょうど泉崎の交差点の右
上に第一工業団地に立っている鋳物メーカーでございます。
創業は昭和13年に埼玉の川口市で創業いたしまして、平成
2年の12月から泉崎にて工場移転をして操業しております。
埼玉の川口は昔、吉永小百合の「キューポラのある町」と
いう映画が鋳物工場を舞台に収録された映画でございまし
て、その流れを汲んで今も川口は鋳物のメッカではあるん
ですけれども、やはりマンション等が立って公害環境上な
かなかできないということで30年前にこちらに移ってきた
ところです。この辺はわりかし鋳物業がございまして近所
にも数社川口のとこから出てきたところもございます。弊
社は主に自動車の部品ですとか、エアコンの室外機のコン
プレッサーの鋳物を作っております。今回、このような時
間をいただくきっかけになりましたのは、白河素形材ヴァ
レーというグループでございまして、そこに「サクラテッ
ク」の櫻岡社長もご参加いただいているということで、本
日このような貴重な時間をいただくことになりました。ど
うぞよろしくお願いいたします。この白河素形材ヴァレー
活動レポートとあるんですけれども、こちらいろいろと
やってくださっているのが同じく鋳造の鋳物の旧東村にあ
ります「キャスト」さんの若林社長が今回資料を作られて
わたくしが代読をさせていただきます。素形材ヴァレーっ
て何故発足したのかといいますと、2011年3月の東日本大
震災を契機に、当時グループ補助金というのがございまし
て、そのグループ補助金を受託するために結成されたグ
ループでございます。メンバーなんですけれども、素材の
メーカーが多くてシリコンバレーにもじって素形材ヴァ
レーというグループなんですけれども。素材でいいますと、
鋳造、鍛造、あとダイカストというアルミダイカストの会
社もございますし、あと熱処理の会社さんもございます。
あとは「サクラテック」さんのような切削加工ですね。あ
と、板金プレス、機械加工の会社もございます。当初は、
こちら「住友ゴム」さんとか大手の13社も入ってはおった
んですけども大手の会社はなかなか一緒に活動は難しいと
いうところがございました。あと残念ながら、2011年から

の間に1社は倒産してしまった。現在、メンバーである2社
も会社の売却という形でＭ＆Ａで社名が2社変わっている
といったところでございます。なので、この素形材ヴァ
レーというと小さな母集団にはなるんですけれども、日本
の製造業を取り巻く環境というのはこういった現状なのか
なと。11社あったうちの、1社が倒産して2社がＭ＆Ａで社
名が変わっているといったところでございます。各メン
バーですね、こちらが鋳造、鍛造、ダイカスト、熱処理
等々がございまして、あと具体的に何をやってきたかとい
うと、新技術の共同開発等々も依頼はあったんですけども、
こちらなかなか成就せず、現実として今上手くいっている
事例としましては、鍛造屋さんで出たプレスの抜き屑を鋳
物屋で購入をしてスクラップ業者を抜いて直とりでお互い
メリットを出そうではないかというような取り組みはでき
ております。グループ活動をするメリットとして、受注の
増加とかコストメリットというとこはありますけど、なか
なか正直今も素形材ヴァレーのメンバー、今週、タイの
「メタリックス展」という世界的な展示会に出展しており
まして、若林社長もバンコクのほうに行かれてるというこ
とで、本日私がご説明してますけども、なかなか1社では
海外ですとかそういった展示会に出れないのがグループで
すと費用半分にできると、あと補助金等々も活用できる。
あとやはり、海外の製造業ですと、やっぱりワンストップ
で受注する会社が多いです。やはり、我々鋳物業でいいま
しても弊社は鉄を溶かして砂型に入れて、それをお客様に
収めるという業態なんですけれども、そちらからまたお客
様が加工に出して、加工が終わったら塗装に出して、塗装
屋さんがいて最後に熱処理に出すといった、よくジクザク
工程といわれるんですけども。中国とか海外ですと自社内
で鋳造も加工も熱処理も塗装もやるといったことで、やは
りお客様の側はいちいち各社に発注を出すよりも、1社親
がいてそこで全部完結したいという海外のニーズがござい
ます。日本の中でもやはり自動車のティアワンといわれる
自動車の一次下請けといいますか、一時協力メーカーのほ
うもやはり一括で出したいということで、こういったグ
ループをするメリットがあるんじゃないかということでの
活動をしております。また、グローバル展開ということで
先程のようなタイですとか、私も今年ドイツのほうに行っ
てきたりはしましたけども、そういった展開をしておりま
す。こちらは各会社の工場見学をした風景ですとか、いろ
いろ展示会に出た風景の写真がございます。こちらちょう
ど、左上の火が吹いているのが弊社の鋳造のキュポラと呼
ばれる溶解液でございます。こちらの溶解度ですと大体
1550度くらいで鉄が溶けてきまして、今日は大体1日80ト
ンくらい鉄を溶かして製品にしているといった状態です。
あとはこの中で板金加工屋さんとか、右側の上の写真は熱
処理の会社さんとかそういった会社さんを見て、初めは工
場見学をしながらお互い改善について何かヒントが得られ
ないかということで活動してまいりました。あとは、メッ
セ名古屋展というものに出展をしたりですとか、講師の
方々を呼んで講話を聞いたりとか、そういったことで活動
をしております。そうした中で、鈴木市長様からはいろい
ろサポートいただいて産業サポート白河さんを通じていろ
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いろご支援をいただいている。あと、ジェトロの福島事務
所のほうでもいろいろ海外のミッションにあたっては、い
ろいろサポートいただけてるというところでございます。
こちらの東京の機械要素展に出展したりですとか、メタ
リックス2015年、4年前ですね、タイのほうに私もこの際
は行ってまいりました。あと、経済産業省の方が来られて
講演をいただいたとか、そういったことで活動をしており
ます。こちら展示会の写真になりますので、拝見いただき
ながらやっていただければと思います。あと、復興ビジネ
スコンテストのノムラ賞を受賞したとか、あとこういった
会合をしながら今に至っております。あと、ふくしま産業
賞の特別賞を受賞したといったところでございます。あと、
３Ｄプリンターを共同で購入したとか、そうやって技術的
な交流も図っております。こちら、2年前に白河素形材
ヴァレー・インドネシア・ベトナムミッションということ
で、右上に一番前に楽しそうな笑顔を振りまいている方が
いらっしゃるのかな。この時も私もご一緒しまして、こち
らジェトロさんの協賛でいろいろインドネシアとベトナム
の工場も見学をさせていただきました。インドネシアでは
ジャカルタに行きまして、ジャカルタのほうでも工場見学
をしたんですけども、やはりここで驚きましたのはジャカ
ルタの会社でもその会社は日本人のコンサルタントを入れ
て５Ｓですとか、ものづくりの改善をやっていたというの
が印象に残っております。なので、正直私も日本のほうが
まだまだものづくりというのは一日の長があって上回って
いるんじゃないかというふうに感じてはおったんですけど
も、やはりインドネシアの地場のメーカーで日本人のコン
サルタントを入れられて、安い人件費で最新の機械を入れ
てものづくりをされては、なかなか我々が胡坐をかいてい
ると追いつかれるどころじゃなくて、後塵を拝してしまう
のではないかなというところを感じたミッションでした。
あと、インドネシアでは技能実習生の送り出し機関ですね。
教育訓練の現場を拝見をして帰ってまいりました。続いて
ベトナムに行った時は、初めはホーチミンに行きまして次
にハノイに行ってまいりました。正直、ベトナムの会社は
本当に屈強な男性が力仕事でやっていまして、鋳造の現場
も拝見しましたけども、まだまだ日本のほうが進んでいて
まだまだ我々のほうが優位性はあるのかなと感じたところ
ではございますけども、ベトナムも私がテレビで見ただけ
でいるのとやっぱり実際見るのは違って、こちら現場の写
真になりますけども、正直バイクが多くてまずびっくりし
たりですね。あとやはり着いた瞬間、熱気といいますかこ
れから国が昇っていくなというのを感じたところです。や
はりこういった面では実際テレビとか本で見る聞く読むだ
けではなくて、実際自分の目で肌で感じることが大切なこ
とかなという思いをして帰ってまいりました。ハノイのほ
うは旧社会主義国だったので、なかなか夜の娯楽は少ない
というデメリットはございましたけども、インドネシアと
ベトナムのホーチミンでは夜も美味しいお酒を飲んで、あ
といい思い出を作って帰ってきたというところでございま
す。先程の笑顔も印象的でございました。ありがとうござ
いました。ベトナムに行きますと、正直弊社も人手不足と
いうことでなかなか求人が厳しかったので、今年の3月か

ら4名技能実習生を迎い入れました。やはり、それも初め
はインドネシアがいいのかなと思ってたんですけども、イ
ンドネシアですとなかなか１年待ちくらいの状況になると
いうことで、ベトナムに行った時に正直私ベトナムに対し
て凄い良い印象がありまして、じゃあベトナムの実習生は
どうかなということで、去年の8月に面接に行ってきて今
年3月に迎え入れるに至ったということで、なかなかこう
いうのもご縁で、この2年前にベトナムに行ってなければ
ちょっと印象も薄くてベトナム人の実習生を受け入れる判
断にはならなかったのかなということで、このミッション
に行って良かったなというのを感じているところです。ま
た、余談としましてはベトナムの実習生、先週追加で2名
迎え入れまして、今、現状総勢60名弱の所帯なんですけど、
そこに6名ベトナム人の実習生を迎え入れて業務を行って
いるというところです。実習生のついでのお話ですと、
我々の規模で年間6名で3年間だとマックスで18名まで迎い
入れることができるんですけども、やっぱり3月に4名来て、
正直2名が今ちょっと中だるみですね。なかなか一人は愛
嬌はいいんですけど出来高が半分以下ぐらいですとか、も
う一人はちょっと車が欲しいと言いだしたり、同じ実習生
仲間の彼女がいわきのヨークベニマルにいて、いわきに会
いに行くのに車が欲しいというのを言ってみたり、何をし
に来てんだかよくわからない人もおります。あと2名は今
本当に勤勉でして、正直なかなか入れた効果というと失礼
ですけど、社内の雰囲気としても二十歳前後で異国に出て
家族のために送金したいというハングリーさに、残業もな
いんですかとかできるだけ残業したい働きたいという意識
の若者が来たというのは、社内の雰囲気は良くなったのか
なと。ただ、デメリットとして実習生という制度上3年間
なかなか働きが悪いからどうだというのができないので、
ちょっとたるんでいる人はたるんでても実習上しようがな
いなというところで今やっております。こちらもメタリッ
クスというところに一昨年、こちらもわたくしも行ってき
ました。タイは自動車の産業の集積地ということで、こう
いったのが盛んになってます。今、タイは人口が約6000万
くらいなんですけど自動車産業を誘致、集積していてここ
から今、東南アジアに各社ばら撒いているという状況です
ね。あとインドネシアでいいますと、今人口が約2億4000
万くらいなんですけど、これも私の記憶なんですが私が30
年くらい前に学校で習った記憶だと当時、人口が日本とイ
ンドネシアとバングラデシュが1億2000万人くらいで同じ
だったなという認識です。それが今、インドネシアは2億
4000万人になっていて、あとは4億人までがもう予測され
ている。確実に近い将来4億人になるということで、やは
り今カーメーカーはインドネシアにこぞって出ていると。
我々、中小の鋳物メーカーも海外はどうかというお話はい
ただきながらもなかなかやっぱり資金面とその後の受注を
踏まえて二の足を踏んでる会社が多いなといったところで
す。こちらタイの出店風景ですね。こちら真ん中の左から
二番目が「キャスト」の若林社長で、今いろいろこの素形
材ヴァレーの実務を担っていただいてる方です。右から二
番目の方がスズミさんという本社が横浜で泉崎の第一工業
団地にある板金加工屋さんです。あと一番右の方が「ＴＦ



第1608回例会 令和元年11月21日（５）

Ｏ」の戸谷社長ということで、こちらの方は東京本社で矢
吹に鍛造メーカーで「ＴＦＯ」さんがいらっしゃって、こ
の会社さんはタイとアメリカにも工場をお持ちですね。人
のうちの売り上げですけど「ＴＦＯ」さんは大体年間180
億位の売り上げのうち、アメリカが90億、あとタイと日本
で半分だったのかな。日本が大体40億から50億ということ
で、そのくらい海外に出て自動車のホンダさんのティアワ
ンとしていろいろ頑張っている会社でございます。今回は
タイのメタリックス展に行ったあかつきには「ＴＦＯ」さ
んのタイ工場に今回行かれた方は工場見学に行くというこ
とでスケジュールされておりました。このように2017年は
ビデオをを作ったり、３Ｄプリンターを買ったり、メタ
リックスに行ってきた。あとはインドネシア、ベトナムに
行ってきたといったところでございます。この後も、ジェ
トロさんとかいろんな方の講話を聞きながら、オートモー
ティブワールドというこちらビックサイトのものに産業サ
ポートさんのお力をお借りして共同で出店をしてまいりま
した。ちょうど左から二番目のものが、各社の製品群にな
るんですけども、ちょうどこちらの第一ホテルの小川社長
もなかなか地場の企業のＰＲに努めたいということで、一
階のロビーに各社の製品が陳列されているかなと思います
ので、お帰りの際に是非ご覧いただければとありがたいと
いうふうに思います。あと素形材ヴァレーとしては、昨年
にドイツのミッションということで、私もこちらフランク
フルトとデュッセルドルフのほうに行ってまいりました。
ドイツではやはり、ものづくりに対する考え方が違うなと
いうとこを感じてまいりました。実際、こちらは展示会の
風景なんですけども、「クカ」と呼ばれる工作機、自動機
のとこだと本当にロボットが製品を作ってまして、ロボッ
トがロボットを作っているというようなところでございま
した。一番下にこの会社は鋳造の中子というのを作ってい
る会社なんですけど、ほとんど現場に人はいなく、なおか
つ現場にドイツ人はいないですね。要は旧東欧諸国とかそ
ういった所から出稼ぎに来た方がドイツの労働者として支
えていて、実際ドイツ人は高給取りで管理面とか技術の保
全、設備の保全、技術面をやっている。ちょうど左から二
番目の写真が、私右から二番目に写っているんですけど、
ドイツ人がとにかくでかいんですね。2メートルくらい
あって屈強で隣にいて怖かったんですけど、本当に頭一つ
違うくらいの巨大なドイツ人でこの人はＧＭでこの会社で
部長級の方でした。あとドイツで感じましたのは、皆さん
マネージングクラスは大体英語が話せます。私は話せませ
ん。ですから、ドイツ語で自社のプレゼンをするのではな
くて、すべて英語で質疑応答をする。ちょっとこれは聞い
た話で、大体ジェトロの方にお聞きするとドイツ人の部長
クラスで年収が1,500万位といったところだそうです。あ
とはやはり、ドイツで感じましたのは効率化。多分、現場
を見て汗水たらして頑張るのは美徳じゃないんだろうなと。
いかに機械で楽して効率的にやるかというのが頭の使いど
ころで、日本人はよく額に汗してみんなで一生懸命頑張ろ
うというのが、日本のものづくりの強みだと感じておりま
すけども、そのドイツ人のものづくりの発想とは全く違う
なと。印象に残ってますのはドイツ人はまず保護具をして

いません。メルセデスを去年見学に行きましたけど、帽子
もかぶらないですし女性の作業者の方は組付作業をやる時、
素手でやってました。なので、メリハリが効いた工場管理
というのか、日本人だとなんかこう保護メガネしろとか、
我々は鋳造だと危ないもんですからもちろん、ヘルメット、
耐熱保護メガネ、マスク着用にはしてますけども、こう
いった綺麗な環境だと日本の安全の意識というのはややも
するとちょっと過剰なのかな、どちらが正解かはわかりま
せんけども、ものづくりに対する考え、効率へのこだわり、
合理主義といいますか、その辺はやはりドイツ人に習うほ
うがいいのか、日本の強みがそれだと消えてしまうのか、
ちょっとその辺は悩みどこですけど、大変勉強になりまし
た。あとこちらの会社は、こちらの「クカ」という自動機
のロボットの会社ですが、日本でいうと「ファナック」と
か「フジコシ」「NACHI」（不二越の商標）とかいうよ
うな会社ですね。工作機械を作っていると。こちら、一番
最後に行ったんですけど金曜日の3時頃に会社訪問をした
んですけど、こちらの会社は金曜日はもうみんなビールを
飲みに行くということで社員の方はもうみんな帰ってまし
た。なのでまあ、メリハリが効いているのか働いてるんだ
か働かないんだかちょっとよくわかりませんけど、とにか
く3時の時点でこの案内する人しか取りあえずいませんで
した。ここの研究棟の人は誰もいなくて、そのマネージン
グクラスの部長クラスの方がいて我々を応対してくれたと
いうところです。あと今、白河素形材ヴァレーでジャパン
ブランド育成事業ということで、「キャスト」さんが中心
になって補助金をいただいて前回のドイツもすべてただで
私は行ってまいりました。飛行機、新幹線とホテルですね。
すべてただで大変ありがたい旅行ができたなというところ
で行ってまいりました。あと2018年は、オートモーティブ
ワールドということで出展をしまして、あと機械要素技術
展と夏のドイツミッションということで活動をしておりま
す。ヴァレーの今後の展開と要望というとこなんですけど、
大型の展示会に出展して新規の顧客の獲得と地域出展の旗
振り役としてアピールしたいなと。製造業のブランディン
グをしていきたいと、アピールしていきたいというところ
でございます。こちらは経産省の素形材室、鋳造、鍛造、
素形材を司っている室長さんがお見えでご講演をいただい
たり、今年の新年会ですね。あとビックサイトでこちらも
オートモーティブ展に出展をしてまいりました。こちらが
鍛造というのが左が「ＴＦＯ」さんで、ちょうど右下が
「ミヤタ」ですね。鋳造というのぼりが立っているところ
が弊社でございます。この展示会では1社見込み客ができ
たので大変有意義な出展だったなと感じております。あと
こちら「キャスト」さんが作っている、これは弊社は2個
買ったんですけども雪かき用の道具ですね。この「キャス
ト」さんの動画には利用者の声ということで、地域の有力
者の社長が櫻岡さんなんですけども、大変使い勝手がいい
ですねという動画でＰＲしてくださってます。こちらが多
分15万位だったと思いますけど、弊社のフォークリフトの
足に付けて冬場ですね、ちょうど弊社の雪かきにいろいろ
使っているところでございます。皆さんもよければ是非お
買い求めいただきたいというふうに、これは「キャスト」
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さんの製品です。あと今年もジャパンブランド育成事業と
いうことで採択されまして、ちょうど「キャスト」さんが
日本の鋳造業の若手30数社の団長で今回出品したと。私も
その一員で、今年ドイツで行ってまいりました。私は展示
会はそこそこにして、ちょっとベルリンに行ってベルリン
の壁を買ってきたりですね、あとベルリンといろいろ行っ
てまいりました。ベルリンの壁を購入したんですけども、
小さい瓶に入ってて二千円幾らするやつ買ったんですね。
あれ本当にベルリンの壁かどうかも疑わしいんじゃないか
なと。あれ常にあんなにあったらもう売れ切れてどうしよ
うもないんじゃないかと思ってるんですけども、まあ未だ
に生産されてるのかなということで感じてまいりました。
ちょうどベルリンの壁でいいますと、最近特集されてます
が今回ベルリンの壁崩壊30周年というところで、ちょうど
私本当に昔の学がない頃、今もないですけどベルリンの
壁ってただベルリンにだけにあるんですね。こう西ドイツ
と東ドイツは国境があるんですけどそこではなくて、ちょ
うど首都がだいぶ飛び越えたとこに東ドイツの真ん中にベ
ルリンがあって、そこを西と東に分けてベルリンの壁が
立っていたということで、今回そのベルリンの壁も見なが
ら本当に今はその跡地もありましたし、壁も残ってました
けど、30年前は本当に東西が分け隔てられて、そういった
歴史だったのかなということを感じて帰ってまいりました。
こちらが4年に1回行ってましたというとこですね。「キャ
スト」さんは鋳造のメーカーを結集して、ブランド力を高
めて海外に輸出をしようといった取り組みをされてます。
正直私も4～5年前まで輸出できないかというのは考えてた
んですけど、やはり弊社のような大量品の量産品は正直
やっぱり海外に出すのは難しいなというところの結論には
至りました。正直、鋳物ってキロ幾らというような言葉が
あるんですけど、キロ百何十円とか二百円いかないぐらい
で販売しているところに輸送賃かけて関税かかって、あと
やはり我々鉄なので海にさらされると錆びます。そうした
時の錆びのリスク等々考えると、なかなか海外では拠点を
どこか設けないと厳しいのかなと。その拠点が鋳造の工場
でなくても、どこか一か所デポ機能くらいでその錆び取り
のショットブラストくらい置くくらいしないとなかなかき
ついのかなといったところでございます。ただ、この
「キャスト」さんとか大物少量品ですと輸送費のハンディ
キャップはないので、そういったものなんかは比較的海外
を考えてる会社さんもございます。こちらが今回30社強で
出たジャパンブランドということで、鋳造の見本市に出展
をしてまいりました。なかなか私この展示会の集合写真、
私いましたね、これ。左の写真の左から3番目にいるんで
すけど、なかなか私写真が出てこなくて写っていて良かっ
たなということで、今回私の顔が映ってるということでよ
ろしくお願いします。ここに集まった30社強の方はやっぱ
り若手の経営者で、やはり日本はこれから人口は減ってい
く。あと自動車でいくと電動化になると。我々、鋳物の用
途とすると自動車でいくとエンジンかブレーキの部品にな
ります。そうすると、単純に日本の人口が減ると国内マー
ケットは落ちていく。今まで輸出していたのがＴＰＰとか
関税がなくなると、海外で作ってとかあと日本からでも送

りやすくなる。あとはエンジンが無くなるとかなり需要は
減るといったところで、皆さん危機感を持って今後どうし
ていくか。やはり、我々も後工程をやるとか何がしらの付
加価値を付けていかないと残れないのかなといったところ
を皆さん考えながら、危機感を持って日々業務に取り組ん
でいるといったところです。こちらも私は行っていません
けど、こちらも9月にハノーバー展ということで数社が出
展をしてまいりました。工作機械の見本市、金属加工の見
本市ということで行ってまいりましたと。こちらちょうど
左下が我々の部品になります。あと「サクラテック」さん
はよくアルミの削り出しのだるまを展示されるんですけど、
ちょっと今写真が見当たらないのでまたどこか出てきたら
ご紹介いたします。2019年としますとこのような取り組み
でして、ドイツに6月と9月に出展をしたと。あと来月、忘
年会をするといったところでございます。皆さん是非、素
形材産業の方は素形材ヴァレーで活動しませんかというこ
とでご紹介をさせていただきました。あとやはり、私が
ヴァレーに参加して感じますのは、今回櫻岡社長のような
方と出会えたということで、このような場をいただけたと
いうことでございます。やはり、経営者の方ですとやはり
皆さん常に孤独でなかなか相談する人もいなくてという中
ですね、私がちょっと落ち込んでいると飲みに連れて行っ
てくださったり、大変本当に悩みを聞いていただいてあり
がとうございます。あとはこれを機会に、皆さんとも何か
交流をできて今後
のいろいろ勉強さ
せていただければ
というふうに考え
ております。今日
はどうもご清聴、
貴重な時間ありが
とうございました。

◦中目公英会長
　今日は例会、皆さんありがとうございました。会長の
時間で理事会の報告を忘れていました。この場で申しあ
げます。28日は臨時総会になります。皆さんのお手元に
もう既に、定款、細則の変更の一部が届いてるかと思い
ますので、是非お目通しをいただきまして来週ご参加を
お願いいたします。それから、12月12日はクリスマス例
会、グランドエクシブでのクリスマス会になりますから
是非お願いいたします。それともう一つ、台風19号の義
援金のことでございます。理事会ではいろいろ揉めたの
ですが今日の幹事報告にありましたとおり2530地区では
床上浸水のロータリアン、私たちと友のロータリアンに
対して一人1万円位のお見舞金を出すというふうなことで
ございまして、2530地区には今、2350人会員がいますの
で一人千円出せば235万円集まっておそらく床上浸水の
方々にお見舞金として1万円位は出るというふうなことで
ございます。ために一人千円づつの義援金を皆さん方か
ら徴収をしないで会員の会費の中から出すことにさせて
いただきますのでご了解をいただきたいと思います。ど
うぞよろしくお願いいたします。


